研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　健康増進グループ　　職　種　介護支援専門員　　氏　名　熊谷　恵美

	期　　間　　平成26年　6月　2日　

	出張目的　　平成26年度認定調査従事者新任者研修への参加

	出 張 先　　青森市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


１、要介護認定等に関する基本的な考え方

　基本原則

· 認定調査員は保健、医療、福祉に関しての専門的な知識を有している者が任命されることが望まれる。

· 認定調査は全国一律の方法によって、公平公正で客観的かつ正確行われる必要がある。

· 調査対象者の介護の手間を適正に評価し、必要に応じて、特記事項に調査対象者の介護の手間を理解する上で必要な情報をわかりやすく記載する必要がある。

（考察）

　全国一律の方法・評価で行われるという事は、どこで行っても「同じ評価」＝「同じ介護度」が出るという事なので、いかに認定調査員が適正な評価をする事が大切かという事を学んだ。また、二次審査の為に必要な細かな情報を特記事項へ記載する事も、より正確な介護度をだす為に必要である。

２、認定調査の実施方法

　認定調査の「基本調査」の項目は第１群から第５群で構成されており内容は以下の通りである。

第１群：身体機能・起居動作　　　　　　　　　　　　１３項目

第２群：生活機能　　　　　　　　　　　　　　　　　１２項目

第３群：認知機能　　　　　　　　　　　　　　　　　　９項目

第４群：精神・行動障害　　　　　　　　　　　　　　１５項目

第５群：社会生活への適応　　　　　　　　　　　　　　６項目

その他：過去14日間にうけた特別な医療について　　１２項目

　基本調査項目の整理方法としては、①能力を確認して判定する。②生活を営む上で他者からどのような介助が提供されているか（介助の方法）③障害や現象（行動）の有無を確認するというように、判定基準が３軸ある。調査員は、調査項目によって異なる選択基準を混乱せずに選択する能力が求められる。

（考察）

　講師からは、テキストをすべて丸暗記することが大事ではなく、認定調査時に必要に応じテキストを開き軸からぶれずに適正な判断をすることが大事であるとの事だ。調査項目の３軸を考慮しながらテキストに沿って介護の「手間」「頻度」を具体的に聞き取り出来るように質問力を磨こうと思う。



















C.E.O.





I.O.O.





A.O.M.








